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2018年6月吉日 

報道関係者各位 

ご案内 

 

 不妊で悩む人をサポートする不妊当事者によるセルフサポートグループ「NPO 法人Fine（ファイン）」

は、このたび『不妊白書2018  当事者5,526人の声から見えた「仕事と不妊治療の両立」』を発行いたし

ました。 

現在、日本で不妊を心配したことがあるカップルは3組に1組、実際に不妊の検査や治療を受けたことが

ある（または現在受けている）カップルは、5.5組に1組といわれています(※1）。妊活および不妊治療に

ついて多くの方々に関心を持っていただけるように、ぜひ、貴媒体にて取り上げていただければ幸いで

す。 

 

 

【表紙】 

 

不妊当事者がどのような悩みや課題を抱えているのか、また企業におけるサポート制度の現状などを把握

するために、Fineは昨年「仕事と不妊治療の両立に関するアンケート Part2」（※2）を実施しました。

『不妊白書2018』は、このアンケートの回答とその自由記述欄に寄せられた26,000を超える「当事者の生

の声」を集計・分類してまとめ、クラウドファンディング（※3）を活用し発行したものです。 

約96%が仕事と不妊治療の両立が困難 

 アンケートの回答者5,526人のうち「仕事をしながら不妊治療をした経験がある、または経験はないが

考えたことがある（考えている）」と5,471人が回答。その回答者の約96％が「不妊治療と仕事との両立

は難しい」と回答しました。このうち「仕事との両立が困難で働き方を変えざるを得なかった」と答えた

人が約４割、さらにその半数、つまり全体の約２割が「退職を選んだ」と答えていました。 

 「女性活躍」「働き方改革」が提唱されているにも関わらず、“産みたい”女性が、“働きたい”にも

不妊白書 2018 当事者 5,526人の声から見えた「仕事と不妊治療の両立」 

【内容】 

第１章 仕事と不妊治療の両立の現状 

第２章 不妊治療と働き方 

第３章 職場におけるコミュニケーション 

第４章 企業のサポート体制について 

第５章 経済的な負担の現状 

第６章 不妊・不妊治療について 

第７章 当事者団体としての活動 

●A4版 カラー 60ページ 

●発行日：2018年 5月 30日 

●定 価：1,000円（税込） 

●不妊白書の紹介・購入 

 URL： 

http://j-fine.jp/activity/hakusyo/index.html 

 

「不妊退職」の実態など、課題が明らかに 

日本初！『不妊白書2018』発行のお知らせ   
当事者5,526人の声から見えた「仕事と不妊治療の両立」 

NPO法人 Fine（Fertility Information Network＝ファイン）http://j-fine.jp/ 



 
NPO 法人 Fine(ファイン) ~現在･過去･未来の不妊体験者を支援する会~ 

 2 / 2 
 

関わらず、なぜ“キャリア”を諦めなくてはならない状況になっているのか、働きながら不妊治療をする

ことの難しさや課題について明らかにしました。また、職場における周囲の人々に不妊治療についての理

解度や企業におけるサポート体制の現状を明らかにし、仕事と妊活・不妊治療の両立という社会の課題を

解決するために、今何が求められているのかについて記しています。 

ハラスメント対策や制度設計の参考として 

 本書は、企業の人事・労務・総務・ダイバーシティ部門などにて、多様な働き方の制度設計に携わって

いる方、従業員向けのセクシャルハラスメント教育や対策をご検討されている方、さらには労使協議にお

いて多様性への取り組みの提案をご検討されている組合関係の方に、ぜひお役立ていただきたいと考えて

います。また、自治体で不妊治療助成金や支援制度設計に携わっている方、医療に従事されている方、大

学等にて社会学、女性の社会進出などの教育や研究に携わる方などにも参考になる内容だと考えます。 

産みたい、働きたいを実現できる社会を目指して 

  働き方改革、少子化問題、女性活躍が提唱される日本において、仕事を続けられる仕組みやサポートが

必要とされているのは「不妊治療」に限ったことではありません。「妊娠・出産」「育児」「介護」「闘病」な

ど、「仕事と○○の両立」ができる働き方、それを可能にする企業や社会が求められていると考えます。 

 仕事と不妊治療の両立が現代日本の大きな社会問題のひとつであることを多くの方々に知っていただき、

さまざまな立場の方々と問題意識を共有し、解決へとつなげていけたらと願っています。 

 「産みたい、働きたいを実現できる社会」「女性が真に活躍できる社会」の実現をめざして、私たちは不

妊当事者の立場から、これからも活動を続けてまいります。 

 

※1 国立社会保障・人口問題研究所「第 15 回出生動向基本調査」結婚と出産に関する全国調査より 

http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-

Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000138824.pdf 

※2 「仕事と不妊治療の両立に関するアンケート Part2」（実施期間：2017 年 3 月 30 日～8月 31 日） 

 http://j-fine.jp/prs/prs/fineprs_ryoritsu2_1710.pdf 

※3 クラウドファンディング「産みたい＆働きたい社会を実現“不妊白書 2018”を 2000 部作りたい」  

https://readyfor.jp/projects/npofine-ninpaper  

□NPO 法人 Fine これからの活動予定（2018 年 6 月 6 日現在） 

・6月 30 日（土） 不妊治療と仕事の両立セミナーで講演 都民ホール都議会議事堂１階（東京都新宿区） 

・11 月 25 日（日） 『Fine 祭り 2018 知りたい！みんなの妊活』(仮称)開催予定 

・その他、各種講演会、学会にて多数発表 

□NPO 法人 Fine これまでに実施したアンケート（抜粋） 
 
2010 年「不妊治療の経済的負担に関するアンケート」（回答者数／1,111 名） 

2012 年「どうする？ 教えて！ 病院選びのポイントアンケート」（回答者数／560 名） 

2012 年～2013 年「不妊治療の経済的負担に関するアンケート Part2」（回答者数／1,993 名） 

 2014 年～2015 年「仕事と治療の両立についてのアンケート」（回答者数／2,265 名） 

結果は Fine ウェブサイト、学会や講演会等で発表。 

※参考：http://j-fine.jp/activity/enquate/index.html 
 

～Fine会員は約 2100名  Fine SNS会員は約 1800名（2018年 5月現在）～ 
 

NPO法人 Fine（ファイン） http://j-fine.jp/ 
〒135－0042 東京都江東区木場 6-11-5-201  TEL 03-5665-1605  FAX 03-5665-1606 
＊常駐ではありませんので、できるだけメールにてお問い合わせいただければ幸いです 

E-mail◆NPO 法人 Fine 広報窓口：finekouhou@j-fine.jp 

 


